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○記載事項は2022年9月時点で各館から提供された情報に基づいています。
○休館日は、掲載されたもの以外に、年末年始や展示替え期間などの休館があります。
○料金は、企画展、特別展が別料金の場合があります。
○その他、詳しくは各館のホームページ等をご参照ください。
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　熊本市くまもと工芸会館では、国が指定した伝統的工芸品や熊
本に伝わる工芸品、現代工芸品などの製作を見学、体験できる「日
替わり工芸実演・体験」を行っています。約60人の工芸家が日替わ
りで担当しながら、自らの持つ技を披露し、また、こどもから大人ま
で楽しめる内容の体験を用意しています。種類も多く、代表的なも
として、肥後象がん、肥後こま、肥後てまり、竹工芸、ステンドグラ
ス、革工芸、陶芸などがあります。
　体験をしながら、それぞれの工芸家から工芸品についての歴史
や技術について話を聞くのもなかなか面白いです。
一部の工芸品については見学しか出来ませんが、当会
館のある川尻で有名な川尻包丁の製作を行う工房が
館内にあり、その作業風景を見ることが出来ますので、
立ち寄った際には、見学をしてみてください。
　工芸品は、人によっては懐かしいものであったり、新
しいと感じることがあると思います。そのような感性を
見学や体験を通して刺激し、自身の人生をより一層豊
かなものにしてもらえればと考えています。

　山鹿市鹿本町の明照寺の五男として生まれた清浦奎吾（1850～
1942）は、熊本県出身で初めて内閣総理大臣に就任した人物です。
司法大臣時代には民法や刑法などを多くつくり、「我が国警察界の
恩人」と称されるほどでした。また故郷に対して、「清浦文庫」の創設
や奨学のための「清浦賞」を設けるなど、人材育成にも大きく貢献し
ました。
　清浦が総理大臣時代、宮中での儀式などの際に着用したと言われ
るのがこの大礼服です。これは文官では最も位の高い「勅任文官大
礼服」と呼ばれるものです。政府は明治5年（1872）にそれまでの衣

冠を改めて、西洋風の服装を大臣などの正装として定
めました。この制度は昭和20年（1945）まで続きまし
た。清浦の死後、この大礼服は行方が分からなくなって
いましたが、平成6年（1994）所有者が判明して清浦記
念館が購入しました。
　儀礼刀や帽子など一式そろった状態で保存状態も
良く、記念館の目玉の資料の1つとして常設展示され
ています。

犬飼記念美術館 期間：2022年12月5日（月）～12月23日（金）

　人間国宝とは、重要無形文化財保持者として個別に認定された、人を指す通
称の言い方です。正確に言いますと、日本の文化財保護法によって、工芸、演芸、
音楽などその技術を無形の「わざ」として高度に体得している個人や保存会など
の団体に認定、授与された制度です。
　犬飼記念美術館では、益城町出身、増村益城の作品を中心にコレクションをし
ています。今回は、これらの中から、漆芸、金工、陶磁器、竹工、人形など20点程
を展示いたします。
　その美しさと技をお楽しみください。

期間：2022年11月26日（土）～1月22日（日）

「たろうとニッポン画わたし話」
　つなぎ美術館では、2008年からアーティストと住民がアイデアを出し合い表現活動を目指す住民参画型アートプロジェクト
を実施してきました。新型コロナウイルスの影響により住民が参集できない状況から、本年度のニッポン画家・たろう氏による
「たろうつなぎプロジェクト」は進捗に応じて住民に参加を呼びかける方法で実施し
ています。
　「たろうつなぎプロジェクト」では、たろう氏が町内の高齢者から聞き集めた思い
出を元につくったオリジナルの昔話の絵を町内で使っていた古い襖に描き、プロジ
ェクトの経緯や過去の作品と一緒に成果展で展示します。
　8月には、たろう氏と小中学生が昔話に登場するキャラクターを考える夏休みワ
ークショップを開催しました。生み出されたキャラクターは成果展に登場する予定
です。

期間：2023年1月28日（土）～3月19日（日）

令和4年度 天草市立本渡歴史民俗資料館企画展 歴史資料で見る天草の災害
　令和4年（2022）、天草は日本史上最大規模の火山災害と言われる「島原大変肥後迷惑」か
ら230年、さらに災害救助法が適用されるほど大規模な被害を受けた昭和47年上天草大水
害から50年を迎えました。天草には、被災者の供養碑や災害からの復旧復興碑などの自然災
害伝承碑が被災地を中心に島内各地に建てられ、災害の歴史と記憶をひっそりと現在に伝え
ています。
　この企画展では、「島原大変肥後迷惑」と「昭和47年上天草大水害」の2つの災害を古文書
等歴史資料や当時の記録類から振り返り、天草に残る自然災害伝承碑と併せて紹介します。
大災害と向き合い、被災と教訓を含めた地元の歴史を後世に伝えようと力を尽くした天草の
先人たちの意思を知っていただく機会となれば幸いです。

見見どころどころ
紹介紹介

　清浦記念館は清浦奎吾の業績を顕彰するため、平成4年（1992）
に、生家である明照寺の隣に建てられました。館内には、清浦の生涯
を写真と音声で紹介するコーナーをはじめ、直筆の書状、掛け軸、愛
用の品々や写真など貴重な資料を数多く展示しています。熊本県出
身として初めての内閣総理大臣となった清浦の生涯を学ぶことがで
きる記念館です。

施設紹介 清浦記念館

施設紹介

行って
みよ

うか！

開館時間：午前10時～午後5時　休館日：水曜日（ただし祝日の場合は次の平日）12月29～1月3日
入館料：一般300円、高・大生200円、小・中生100円

2022年度住民参加型アートプロジェクト たろうプロジェクト成果展

開館時間：午前8時30分～午後5時　休館日：月曜日（ただし、月曜が祝日の時は開館し、翌日休館）入館料無料

開館時間：午前10時～午後4時　休館日：土曜日・日曜日　入館料無料

「人間国宝 工芸の美とわざの魅力」展

[漆芸]増村益城・[肥後象嵌]米光光正
[人形]平田郷陽

[青磁]中島宏・[白瓷]前田昭博
[竹工]生野祥雲斎

所　在　地　　熊本県山鹿市鹿本町来民1000-2
TEL / FAX   　0968-46-5127
開 館 時 間　　9:00～17:00
休　館　日　　月曜日（祝日の場合は翌日）、12月28日～1月3日
入　館　料　　一般・大学生270円、高校生以下70円

熊本市くまもと工芸会館
所　在　地　　熊本市南区川尻一丁目３番５８号
T 　 E 　 L   　096-358-5711
開 館 時 間　　開館時間1F9：00～17：00　2F・3F9：00～21：00
休　館　日　　月曜日（祝日の場合は翌平日）、年末年始（12月28日～1月4日）
入　館　料　　無料

清浦奎吾の大礼服

日替わり工芸実演・体験

つなぎ美術館

天草市立
本渡歴史民俗資料館

MID O KO R O
SH O - K A I

博物館のお仕事

コレクション

　熊本市くまもと工芸会館は、熊本市南区川尻にあります。川尻は、
かつて海路交通が盛んだった時代に港町として発展しました。必然
的に商人町・職人町としても栄え、刃物や桶などの伝統工芸品が盛
んに作られていました。それらを残そうと川尻に平成3年開館いたし
ました。現在は、工芸品の展示販売と様々な工芸教室の開催、工芸
実演・体験を行っています。
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博　物　館　紹　介博　物　館　紹　介

水俣病歴史考証館

水俣病歴史考証館
〒867-0034  熊本県水俣市袋34
TEL 0966-63-5800
開館時間　平日：9:00～17:00　日祝：10:00～16:00 
休 館 日　土曜日、年始年末
入 館 料　大人550円　高校生440円　小中学生330円
　　　　　団体(20名以上)は100円引き

　水俣病歴史考証館の建物は1974 年に、水俣病患者が働く「キノコ工場」として建てられました。
　1973 年に水俣病第一次訴訟の判決があり、患者たちが全面勝訴しました。しかし、裁判に勝っ
ても、地域から孤立するのではないか、若い患者の働く場所がない等の心配がありました。患者
がいつでも寄り集まれる場所として水俣病センター相思社が設立し、若い患者の働く場所としてキ
ノコ工場が併設されました。工場は1983 年に閉鎖されましたが、1988 年に「水俣病歴史考証館」
として生まれ変わりました。
　また、館内の展示だけでなく、地域全体から学ぶ「フィールドミュージアム」の考
え方に立脚し、屋外でのフィールドワークや、患者や地域の人々から話を聞くなど、「現
場で学ぶ、現場から学ぶ」プログラムを提供しています（有料）。また、コロナ対策
をきっかけにオンライン見学も開始し、遠方や海外からも「入館」できるようにな
りました。

清和文楽館

　清和文楽は、江戸時代末期の嘉永年間（1850年頃）、山都町（旧清和
村）を訪れた淡路の人形芝居の一座から浄瑠璃好きな村人が人形を買い
求め、技術を習ったのが始まりです。地域のお宮の農村舞台で奉納芝居
を上演したり、各地の行事に招かれたりするなどして伝承してきました。
明治時代末期頃に一時衰退しますが昭和元年に入り復活し、昭和35年に
文楽人形の技術保持者（2名）が熊本県無形文化財に指定されました。
　清和文楽興隆の尽力者野村亀市太夫没後、昭和40年代に太夫、三味
線が途絶え、時代の変遷も重なって上演する機会が少なくなっていきま
した。昭和54年に清和文楽人形芝居が熊本県の重要無形文化財に指定
されたのを機に、清和村（現在の山都町）では「文楽の里」をキャッチフレーズにして村おこしで清和文楽の再生に取り組み、
平成4年、清和文楽伝承の地域の活性化を目的に九州唯一の人形浄瑠璃専用劇場「清和文楽館」が建設され、毎年170回
程の公演を行っています。

おすすめの収蔵品 常設展示

今後の予定

おすすめの収蔵品

常設展示

概要・特徴概要・特徴について

　かしらづくりの初代天狗屋久
吉（天狗久）作のかしらを4個収
蔵しています。その内の一つ
は、現在も「絵本太功記」の「武
智光秀」役で舞台で活躍してい
ます。今の淡路系人形の大きさ
になる前の作品で初代天狗久
の作品の特徴でもある、目にガ
ラスを使用している貴重なもの
です。

　展示棟では人形浄瑠璃に関する資
料や、かしら、衣装などを多数展示して

あります。清和文楽の歴史や特徴が解りやすく紹介し
てあったり、人形の遣い方が分かる映像が流れていま
す。また、コンピューターで人形の動きを再現したロ
ボット人形があり、公演がない日も楽しめます。

清和文楽館
〒861-3811熊本県上益城郡山都町大平152
TEL 0967-82-3001　FAX 0967-82-3002
開館時間　9:00～16:30
休 館 日　火曜日（祝祭日は開館）
公演日は清和文楽館HPをご覧ください。

館内全景

猫実験の小屋

館内を案内する職員

キノコ工場の作業風景

　常設展示は「不知火海－豊かな海と人々の暮らし－」「原因究明期」「患者運動の盛り上がり」「健康被害」「社会的・精神的な被害」
「汚染された海」「『もやい直し』の意味」「水俣病をめぐる表現」など、11のセクションに分かれています。健康被害にとどまらない
水俣病を知ってもらい、また歴史の視点から構造的に水俣病事件をとらえるため、加害企業チッソがもたらした恩恵や患者が声
を上げられなかった複雑な背景など、可能な限り職員が個人的な経験や私見も交えて解説を行うようにしています。

　館内でひときわ目立つのは、水俣病の原因を調べるために使われた猫実験の小屋です。原因企業のチッソ工場内部で行われた
実験で、排水が原因だと突き止めたものの、その結果は活かされることなく水銀汚染と水俣病の被害が拡大した歴史を物語る資
料です。
　水俣で漁業が再開したのは25年前ですが、それまで水俣湾には仕切網が設置されていました。当館には排水口付近から採取
されたヘドロや実際に使用された仕切網もあります。見学後に水俣を散策すると、汚染を感じさせない美しく穏やかな海も、ちが
って見えてくるかもしれません。

　水俣病経験者や当時を知る人も高齢となり、近い将来には直接話を聞く
ことができなくなります。次の世代も、さらに次の世代も、水俣病から学べ
るように、記憶や記録を様々な形で残したいと思っています。
　また、展示物の漁具は劣化が進行しているものもあり、ボランティアと一
緒に少しずつ保存処理作業を進めています。ボランティアは随時募集して
いますので、お手伝いいただける方はぜひご連絡ください！

今後の予定

　令和4年10月8日（土）「薪文楽」を開催します。春には、農作物の豊作を祈願して、秋には収穫の感謝を込め、村々の神社境
内などで奉納芝居が催され、娯楽の少なかった時代の人々にとって最大のお祭りであり、一番の楽しみであったと言われており
ます。「薪文楽」の会場にもなっております大川阿蘇神社の境内には、農村舞台（国有形文化財）が残されており、清和文楽の
原風景でもあります。「薪文楽」は往時の奉納芝居を現在に再現し、鎮守の森でかがり火の中幻想的な雰囲気を醸し出し秋の
風物詩ともなっております。 ●会場:大川阿蘇神社　開演:17：00　料金:4,000円　[要予約] TEL 0967-82-3001
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○休館日は、掲載されたもの以外に、年末年始や展示替え期間などの休館があります。
○料金は、企画展、特別展が別料金の場合があります。
○その他、詳しくは各館のホームページ等をご参照ください。
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